
「国際人のための江戸・東京文化講座」第 4回、安藤優一郎博士の講演、「江戸のころか

ら、寺社は観光名所だった」(3 月 22 日)について、ご報告します。(大介記) 

 

・江戸の神社の境内は、見世物小屋、相撲、手品など、まるで一大エンターテインメント

街のようだった。 

ヨーロッパの多くの都市では、中心部に教会と市庁舎の前の広場では、露天商や大道芸

が盛んに行われていますが、江戸の神社は、それ以上に楽しい空間であったのですね。 
 
・全国各地のご本尊が浅草寺や回向院等を借りてご開帳していた。 

今、国立博物館で薬師寺の日光・月光の菩薩像が見られますが、昔も同じようなことが

あったのですね。 
 
●江戸の観光地 

江戸の観光地は、寺社（浅草寺、回向院、寛永寺、深川永代寺）広小路（火除け地とし

て建物が建ててはいけなかったところに出店などが立った）隅田川沿い、芝居町、吉原等

でした。 
 
●寺社境内は、まるで見世物小屋のならぶ興業地 

寺社境内の内部は、まさに今で言うエンターテインメント街で、芝居、相撲、見世物小

屋などが集中していました。「大芝居」といわれる常設小屋である江戸三座だけではなく、

各神社の境内も「小芝居」(宮地芝居)といわれ、歌舞伎の興業が行われていました。また、

ラクダやゾウなどの見世物、外国人をかたどった生き人形など、様々な興行が人気でした。

また、飲食店や小間物店（日用品やみやげ物）も立地してスーパーマーケットのような感

じでもあったようです。 
 
●地方の神社のご本尊の出張サービス 

ご本尊開帳（神仏を公開する）のときは特に人が集まります。居開帳のほか、出開帳と

いって、長野市の善光寺など、各地のご本尊が、東京の有名な寺社を借りて（浅草寺、回

向院等）ご開帳していていました 。江戸にいながらにして色々な地方の本尊が見られま

した。 
お賽銭や芝居、飲食店など、消費経済の活性化につながっていたようで、どれだけ人が

集められたかでご開帳の成否が決まったという側面もありました。江戸名所図会の回向院

開帳の図には｢富本｣「市川」などと書かれたちょうちんが見受けられます。これはちょう

ちんを奉納して、名前を売り込むのと同時に、信仰心を示したものでしょう。 
 
●外国人が記録を残してくれた 



幕末の日米和親条約の後、各国の公使館が寺社に置かれ、麻布の善福寺はアメリカ公使

館、高輪、東禅寺にはイギリス公使館がありました。浅草寺などの詳しい様子は実は日本

の人には当たり前で、ほとんど記録が残っていないのですが、外国の人が書いたものが資

料として沢山残っているようです。 
プロイセン公使のオイレンブルクが書いた遠征記には回向院、浅草寺などの詳しい内部

の様子が書かれています。風神雷神図のことを書いているのであろう、という一節もあり

ます。スイス使節団代表アンベールが、西洋画風に浅草寺の札まきをスケッチした絵も残

っています。 
トロイの遺跡を発見したシュリーマンが有名になる前に日本に来た際の旅行記には、境

内の見世物小屋や飲食店などの活況に、「かくも雑多な娯楽がまじめな宗教心と調和してい

るとは、私にはとても思えない」と書き残している。これは現代の外国人観光客でも感じ

る感想かもしれませんね。 


